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〔目 的 〕近年 ， 生殖 医学 の 発 展 に 伴 い
， 着床 前診

断 へ の 関 心 が 高 ま り ，試 み ら れ る よ うに な っ て き

た ．体 外受精 ・胚移 植法 を受け る 患 者 は高齢 の 傾

向 に あ る た め ， ト リソ ミF−一や モ ノ ソ ミーな ど の 染

色 体 の 数 的 異 常 の 配偶 子 が 発 生 す る リス ク が 高 く，

そ れ らに つ h て の 着 床 前診断 が 重要 で あ る と考 え

ら れ る ，そ こ で 今 回我 々 は ，
ヒ ト受精卵 の 分 割球

を 用 い ， ト リ ソ ミ
ーの 頻 度 の 高 い ，18 番染色体 と

21番 染 色体 お よ び X 染色体 と Y 染 色体 の 二 種 類ず

つ を ，
Lwo −

coLor 　 FISH 法 を 用 い て 同時 に 検 出す る

こ と を試み ， そ の 着床 前診断 に お け る 有 用性 に つ

い て 検討 を 行 っ た ． 〔方法 〕思 者 の 同意 の も と に ，

体 外 受 精 で 得 ら れ た 余 剰 受精卵 の 8 細胞 期 胚 より，

u ・icromanipulator に て 単
一 の 分割球 を 摘 出 し ，

ス

ラ イ ド グ ラ ス 上 に 漸進固定 ・空 気乾燥 法 で 標 本 を

作 製 し た ，two −
color 　 F 工SII法 で は ，ジ ゴ キ シ ゲ ＝

ン 標 識 し た プ ロ P ブ の 検 出は抗 ジ ゴ キ シ ゲ ニン 抗

体 FITC を 用 い ，ビ オ チ ン 標 識 し た プ ロ ーブ の 検 出

は ア ビ ジ ン ロ
ーダ ミ ン を用 い ， 落射式 蛍光顕 微鏡

で ト リ プ ル バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
ーに て シ グ ナ ル を

観察 し た ．〔成績 〕18番染 色体特異 的 プ ロ ーブ と

21番 染色体 特異 的 プ ロ
ー

ブ の 使 用 で は そ れ ぞ れ の

染色体 を ，X 染色体 特異 的 プ ロ
ー

ブ と Y 染 色体特

異 的 プ ロ ーブ の 使 用 で は 性 染 色体 を 確 認 で き た ．

〔結論 〕 two −
color 　 FISII 法を用い て ，受精 卵 の 分

割球 よ b ，数 的異 常 の 中 で 最 も頻 度 の 高 い ，18番

染 色体 と21番染 色体 於 よ び X 染 色体 と Y 染 色体 の

二 種類 ず つ の 染色 体 を同 時 に 検 出 し，性別判 定 の

み な ら ず 染 色体 の 数的 異常 の 診 断 が 可 能 で あ る こ

とを示 し た ．今 後は ，multi
−

c ・ 1・ r　 FISH 法 を 用

い た 多数 の 染色体 の 同時検 出 の 確立 が 期待 さ れ る ．

［目的］我々 は，ヒ ト脱落膜に おけ る プ ロ ラ クチ ン

（PRL）遺伝子 の 発現 に っ い て ，第44，45回 日産婦学

会で報告した．今回は ， ヒ ト子宮内組織に お ける

PRL受容体遺伝子 の 発現を，　 in　situ 　hybridiza−

tion （ISH）法を用い て検討 した．

［方法 ］患者 の 同意 の もとに，自然または人 工 流産

手術時 に 脱落膜および絨毛を，子宮外妊娠手術時

に脱落膜を採取 し，液体窒素中に保存 した．各組

織 の 凍結切片（10μ m）を作製 し， 4％ホ ル マ リ ンで 固

定 した，ヒ トPRL受容体の cDNA 断片（200bp）をベ ク

タ
ーpBluescript 　SKII（＋）に 組み込み，

35S
　UTP標

識 sense および antisense 　RNAプ ロ ーブを作製 し

た．また前回 と同様に して ，ヒ トPRLに 対するプ ロ

ー
ブ も作製 した．室温 で約3時間 の prehybridi

−

zation 後，50℃ 24時間 hybridizationを行 っ た ．

4℃ で IO日 か ら1ヶ 月間オートラ ジオグ ラ フ ィ
ーを

行い，現像後H−E染色 した，

［成績］妊娠初期脱落膜（9週 ， 人 工 流産）および子

宮外妊娠脱落膜（7週）に おい て，脱落膜細胞 の 細胞

質に PRL受容体mRNA の 局在を示すgrain の集積を認

め た．壁脱落膜，被包脱落膜，床脱落膜 を比 較 す

ると ， 滑平絨毛膜直下 の 被包脱落膜 で 最 も濃密な

grainの 集積を認めた．内膜腺上皮細 胞や絨 毛，羊

膜 の 細胞 に は PRL受容体mRNA の 局在を 認 め なか っ た．

また隣接切片 に よるPRLmRNAの 局在 と比較すると，

PRL受容体mRNA はPRLmRNAが局在する細胞と同一あ

るい は近接す る細胞 に 局在 して い た ．

［結論 ］ ISH法 ｝こよ り，　 PRL受容体遺伝子 が妊娠初期

脱落膜に発現して い る こ とを初めて 証明した．そ

の 分布はPRL遺伝子発現細胞の分布とよく似て い た．
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